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日
立
市
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
図
る

た
め
、
二
〇
二
二
年
十
一
月

か
ら
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

（
電
子
掲
示
板
）、
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど

を
交
流
セ
ン
タ
ー
に
配
備
し

た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
一
般
の
住
民
に
も

貸
し
出
し
を
予
定
し
た
が
、
貸
し
出

し
ル
ー
ル
が
整
わ
な
い
こ
と
や
、
規
制

が
多
く
で
き
る
こ
と
が
少
な
い
な
ど

で
、
時
々
の
研
修
で
の
活
用
に
留
ま
っ

て
い
る
。
市
か
ら
は
月
一
回
を
目
途
に

交
流
セ
ン
タ
ー
に
デ
ジ
タ
ル
支
援
員

が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
協
力
員
全
員

で
新
た
な
機
能
を
学
ん
で
い
る
●
ま

た
、
日
立
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
は
、
二
〇
二
二
年
度
に
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
推
進
行
動
計
画
」
を
策
定
。

計
画
の
一
つ
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
対
す
る
謝
礼
を
ポ
イ
ン
ト
で
付

与
す
る
仕
組
み
」
の
検
討
を
掲
げ
た
。

高
齢
社
会
、
自
治
会
や
町
内
会
の
消

滅
等
に
伴
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

担
い
手
不
足
や
活
動
に
参
加
す
る
若

い
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、

参
加
し
た
こ
と
が
な
い
世
代
の
参
加

き
っ
か
け
づ
く
り
に
、
ス
マ
ホ
の
ア
プ

リ
を
使
っ
た
「
地
域
通
貨
：
ま
ち
の
コ

イ
ン
」
を
ス
タ
ー
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

主
催
の
防
災
訓
練
、
祭
り
、
地
域
清

掃
な
ど
へ
の
参
加
で
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
。
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
で
、
飲

食
店
、
公
共
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等

が
仕
掛
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
が
で

き
る
よ
う
、
二
〇
二
四
年
度
の
ス
タ
ー

ト
を
目
指
し
て
準
備
中
で
あ
る
●
新

た
な
試
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
地
域

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
塙
山
学
区

の
活
動
の
基
本
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く

り
は
多
く
の
人
と
人
の
関
係
で
創
っ

て
い
く
、
若
い
人
た
ち
の
力
が
加
わ

り
、
新
た
な
事
業
が
創
出
で
き
れ
ば

時
代
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
で
き

る
。
二
〇
二
四
年
度
は
第
七
次
塙
山

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
策
定
の
年
で
も

あ
る
。
こ
の
地
域
通
貨
に
大
い
に
期

待
し
た
い
。
（
会
長

西
村
ミ
チ
江
）
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塙
山
小
で
は
三
年
生
か
ら
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、塙
山
学
区
の
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
活
動
に
つ
い
て
、学
年
別
学
習
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
入
れ
、
実
際
の
活
動
者
か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
学
び
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
集
大
成
と
し

て
、
六
年
生
は
今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
、
改
め
て
自
分
が
住
ん
で
い
る
塙
山
に
つ
い
て
調
べ
、
話
し
合
い
、
そ

の
中
で
気
付
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
「
塙
山
子
ど
も
議
会
」
と
し
て
、
塙
山
学
区
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
会
の

リ
ー
ダ
ー
に
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
一
員
と
し
て
提
案
し
ま
し
た
。

緊張しながらの代表質問

真剣に取り組む児童

十
二
月
四
日
（
月
）、
当
会
主
催
の

令
和
五
年
度
第
二
回
塙
山
学
区
青
少

年
育
成
会
議
が
塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
小
・
中
学
校
、
こ
ど

も
園
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
ほ
か
、
多
賀
交
番
所
、

青
少
年
育
成
に
関
わ
る
諸
団
体
の
代

表
十
四
名
が
出
席
、
子
ど
も
た
ち
の

近
況
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
第
二
回
塙
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
協
議
会
（
学
校

運
営
協
議
会
）
が
十
一
月
二
十
四

日
（
金
）、
塙
山
小
学
校
で
開
催
さ
れ
、

委
員
九
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

一
学
期
か
ら
十
月
ま
で
の
児
童
の

様
子
や
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
（
一
学

期
実
施
）
の
結
果
及
び
学
校
の
課
題

解
決
に
つ
い
て
学
校
か
ら
説
明
が
あ

り
、
感
染
症
対
策
が
緩
和
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
縦
割
り
班
遊
び
や
親
子
学

六
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、

単
元
名
「
未
来
の
は
な
や
ま
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
地
域
で
発
見
！
〜
」
の

授
業
と
し
て
、
十
二
月
五
日
（
火
）、

塙
山
小
外
国
語
室
を
会
場
に
「
塙
山

子
ど
も
議
会
」
を
開
催
、
六
年
生
・

担
任
・
校
長
・
教
頭
先
生
・
当
会
リ
ー

ダ
ー
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
会
が
掲
げ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り

の
五
つ
の
テ
ー
マ
内
容
か
ら
六
年
生

は
十
の
グ
ル
ー
プ
を
編
成
、
当
会
の

習
会
の
再
開
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
体

験
学
習
等
で
児
童
が
生
き
生
き
と
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
る
様
子
を
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
校
生
活
に
関
す
る
児
童
・
保
護

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
今
ま
で

課
題
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
た
児
童
の

挨
拶
に
つ
い
て
改
善
が
み
ら
れ
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
含
む
学
校
生
活
で
の
課
題

に
挙
げ
ら
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
協

議
会
の
中
で
熟
議
し
、
一
つ
ひ
と
つ
課

題
解
決
に
向
け
て
丁
寧
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
か
ら
は

子
ど
も
た
ち
の
二
学
期
中
の
様
子
が

報
告
さ
れ
、
様
々
な
行
事
を
通
し
て

充
実
感
あ
る
生
活
を
送
っ
て
い
る
一

方
、
中
学
校
で
は
課
題
と
し
て
ケ
ー

タ
イ
電
話
の
使
い
方
を
挙
げ
、
学
校

で
の
指
導
も
継
続
し
な
が
ら
家
庭
で

の
ル
ー
ル
の
再
確
認
も
大
事
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
大
久
保
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

は
、
次
年
度
に
向
け
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織

の
見
直
し
を

行
っ
た
こ
と

等
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

冬
休
み
、

年
末
年
始
に

向
け
て
、
多

く
の
目
で
子

ど
も
た
ち
を

見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

活
動
や
学
区
内
を
歩
い
て
気
付
い
た

こ
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
使
っ
た
関
係
事
例
調
査
か
ら
見

え
た
塙
山
の
課
題
等
を
ま
と
め
、
子

ど
も
議
会
で
発
表
す
る
代
表
五
グ

ル
ー
プ
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

代
表
質
問
は
、
電
子
黒
板
を
使

い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
実

施
、
住
み
や
す
い
塙
山
に
な
る
た
め
の

十
三
項
目
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

塙
山
は
坂
が
多
く
て
大
変
、

休
憩
所
を
各
所
に
建
て
て
は
ど
う
か
。

費
用
は
募
金
を
活
用
。

防
災
の
知
識
を
持
つ
こ
と
で
、

大
切
な
命
を
守
る
こ
と
に
な
る
。
子

ど
も
が
防
災
に
つ
い
て
興
味
を
持
て

る
工
夫
を
。

危
険
箇
所
点
検
で
は
、
子
ど

も
や
住
民
に
も
意
見
を
聞
い
て
。

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
し
て
。

空
き
家
の
利
用
（
子
ど
も
が

自
由
に
遊
べ
る
場
所
、
お
店
等
）。

エ
コ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
た
め
に
も
活
動
の
継
続
を
。

提
案
に
対
し
て
当
会
の
リ
ー
ダ
ー

た
ち
か
ら
は
、
状
況
把
握
や
デ
ー
タ

の
収
集
、
先
進
事
例
を
あ
げ
て
考
え

た
こ
と
な
ど
が
す
ば
ら
し
い
。
休
憩

所
や
危
険
箇
所
、
空
き
家
等
は
具
体

的
な
意
見
を
聞
き
た
い
。
防
災
で
は
、

子
ど
も
も
防
災
士
の
資
格
が
取
れ
る

こ
と
を
紹
介
。
そ
し
て
、
問
題
解
決

の
た
め
に
は
、
み
ん
な
で
考
え
、
調
べ
、

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
こ
れ
か

ら
の
塙
山
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
い

合
え
た
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
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さ
ん
さ
ん
基
金

現
在
高　
　

  

二
、〇
二
一
、一
三
二
円

楽しい語り口で

十
一
月
十
三
日
（
月
）、
は
な
や
ま

エ
コ
・
ま
ち
体
験
隊
の
十
八
名
が
、
日

立
市
天
気
相
談
所
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
Ｊ
Ｗ
Ａ
Ｙ
を
見
学
し
ま
し
た
。

天
気
相
談
所
は
七
十
年
間
の
歴
史

が
あ
り
、
銅
山
の
煙
害
の
対
策
を
す

る
た
め
気
象
観
測
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
役
割
が
無
く
な
っ
た
た
め
市
に

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
唯
一
自

治
体
が
運
営
し
て
い
る
気
象
機
関
で
、

観
測
場
所
は
市
内
の
六
カ
所
。
雲
や

風
向
き
な
ど
人
に
よ
る
観
測
も
記
録

し
自
然
災
害
に
役
立
て
て
い
る
な
ど
、

歴
史
的
背
景
や
現
在
の
役
割
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｗ
Ａ
Ｙ
で
は
、
地
域
の
情
報
が

ど
の
よ
う
に
し
て
放
送
さ
れ
て
い
る

の
か
を
学
び
、
情
報
や
身
近
な
出
来

事
を
集
め
、
カ
メ
ラ
マ
ン
は
収
録
や

十
一
月
二
十
二
日
（
月
）、
塙
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
で
は
、
日
光
方
面

へ
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
、
四
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
光
山
輪
王
寺
で
は
、
重
要
文
化

財
で
世
界
遺
産
で
も
あ
る
三
仏
堂
で

薬
師
如
来
、
阿
弥
陀
如
来
、
釈
迦
如

来
を
参
拝
後
、
大
猷
院
を
見
学
、
ガ

イ
ド
の
方
か
ら
日
光
の
歴
史
や
日
本

の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

日
光
金
谷
ホ
テ
ル
の
ラ
ン
チ
を
堪

能
後
、
日
光
田
母
沢
御
用
邸
を
見
学
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
当
時
の
最
高
の

十
一
月
二
十
九
日
（
水
）、
は
な
や

ま
健
康
サ
ロ
ン
で
は
、
テ
レ
ビ
で
も

活
躍
さ
れ
て
い
る
苗
字
研
究
家
高
信

幸
男
先
生
の
「
楽
し
い
名
字
の
お
話
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
、
五
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

先
生
は
、
電
話
帳
に
珍
し
い
名
字

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
全
国
を
回
っ

て
調
べ
た
経
過
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
名
字
は
、
十
三
万
位
あ
る

事
や
名
字
に
は
地
名
な
ど
の
地
域
性

が
あ
り
、
名
字
で
出
身
地
が
判
断
で

き
、
参
加
者
の
名
字
で
出
身
地
を
当

て
ら
れ
て
、
み
ん
な
驚
い
て
い
ま
し
た
。

苗
字
は
読
め
な
い
文
字
が
多
く
名

前
に
は
由
来
や
当
て
字
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

十
二
月
十
七
日
（
日
）、
塙
山
交
流

十
一
月
二
十
九
日
（
水
）
十
時

三
十
分
か
ら
栃
木
市
第
六
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
の
二
十
四
名
の
視
察
研

修
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
栃
木
市
内

十
七
ヶ
所
に
地
区
社
協
が
設
置
さ
れ

て
お
り
昨
年
の
第
五
地
区
に
続
く
研

修
で
し
た
。

塙
山
学
区
の
設
立
当
初
の
活
動
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
に
よ
る
三
六
五

日
型
活
動
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
移
行

の
経
緯
、
重
要
視
し
て
い
る
テ
ー
マ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
社
協
の
関
係
な

ど
を
話
し
、
塙
山
が
展
開
す
る
地
域

福
祉
活
動
な
ど
を
映
像
で
紹
介
、
交

流
セ
ン
タ
ー
に
活
動
拠
点
が
あ
り
総

合
事
務
局
体
制
を
整
え
て
い
る
こ
と

な
ど
も
報
告
し
ま
し
た
。

「きれいね」に一役

十
一
月
十
四
日
、
日
立
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
音
楽
ホ
ー
ル
で
、「
ふ
く
し

の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
、
当
会
会
長
、

福
祉
局
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
内
で
「
リ
ス
タ
ー
ト
は
な
や

毎
月
第
一・
三
木
曜
日
は
、
市
社
協

に
よ
る
健
康
ク
ラ
ブ
を
実
施
。
健
康

ク
ラ
ブ
事
業
は
運
動
機
能
低
下
・
閉

じ
こ
も
り
・
認
知
症
予
備
軍
な
ど
健

康
上
に
不
安
が
あ
り
、
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
お
お
む
ね
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
が
対
象
で
す
。

十
二
月
七
日
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
協
会
の
諸
田
な
み

子
さ
ん
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
布
や

鈴
な
ど
を
使
い
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

体
を
動
か
し
、
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
り
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

日
立
市
で
は
令
和
三
年
度
か
ら
避

難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画

の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
優
先
度

の
高
い
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
内
に
居
住
し

十
二
月
二
日
（
土
）
午
前
九
時
か

ら
ま
ち
づ
く
り
応
援
隊
メ
ン
バ
ー
等

が
、
交
流
セ
ン
タ
ー
玄
関
脇
の
樹
木

に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
付
け

ま
し
た
。
今
年
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
ラ
イ
ト
を
追
加
購
入
、
少
し
華
や

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
、
午
後

四
時
頃
か
ら
点
灯
し
て
、
来
館
者
や

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
通
り
を
通
る
人
た
ち
に

楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
十
二

月
二
十
七
日
（
水
）
ま
で
点
灯
し
ま
す
。

取
材
先
の
話
を
ま
と
め
、
映
像
の
編

集
や
ニ
ュ
ー
ス
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
実
際
に
ス
タ
ジ
オ

に
入
り
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
原
稿

を
読
み
上
げ
た
り
、
収
録
の
オ
ン
エ

ア
ー
の
Ｏ
Ｎ
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
ス
イ
ッ
チ
の

切
り
替
え
や
ス
タ
ジ
オ
と
の
や
り
取

り
な
ど
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
テ
レ
ビ
の

仕
事
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

建
築
技
術
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
ど
の

部
屋
も
工
夫
が
施
さ
れ
、
部
屋
ご
と

に
意
味
を
持
つ
造
り
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。紅

葉
も
随
所
で
楽
し
む
事
が
で
き

て
、
秋
の
日
光
を
満
喫
す
る
旅
に
な

り
ま
し
た
。

アナウンサーのインタビューに答えて

輪王寺本堂前で説明を聴く

ま
た
、
漢
字
の
み
で
書
か
れ
た
茨

城
県
の
名
字
、
全
国
の
珍
名
、
難
読
、

日
常
語
を
使
用
し
た
名
字
な
ど
読
め

な
い
名
前
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
読
み

方
を
教
え
て
も
ら
い
読
み
仮
名
を
ふ

り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
漫
談
の
よ
う
で
楽
し

い
時
間
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
」
が
、
長
年
地
域
福
祉
活
動
に
参

加
し
、
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
協
力
援
助
団
体
と

し
て
表
彰
さ
れ
、
代
表
の
園
部
和
郎

さ
ん
が
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

て
い
る
要
介
護
三
以
上
の
方
な
ど
か
ら

計
画
を
作
成
、
現
在
は
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ

ア
外
に
居
住
し
て
い
る
方
の
計
画
づ
く

り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

塙
山
学
区
で
も
民
生
委
員
が
対
象

者
を
訪
問
し
、
指
定
避
難
所
ま
で
自

力
避
難
が
可
能
か
、
計
画
作
成
の
同

意
確
認
、
避
難
支
援
実
施
者
の
有
無

な
ど
を
把
握
し
、
市
の
福
祉
総
務
課

に
報
告
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

こ
の
報
告
を
基
に
個
別
避
難
計
画

が
作
成
さ
れ
、
安
心
が
確
保
さ
れ
る

と
と
も
に
災
害
時
に
備
え
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
利
用
団
体
連
絡
会
二
十
八

団
体
と
運
営
委
員
、
児
童
ク
ラ
ブ
「
わ

く
わ
く
広
場
」
の
保
護
者
、
協
力
員

総
勢
五
十
六
名
が
館
内
の
年
末
清
掃

を
実
施
、
一
時
間
の
清
掃
で
手
際
よ
く

隅
々
ま
で
き
れ
い
に
な
り
、
気
持
ち
よ

く
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。




